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第 3 章では、HRSG における AVT(R)およびボイラ停止・保管時に使用される N2H4 は、世界保
健機関(WHO)からヒトに対する発がん性が指摘されており、国内でも労働安全衛生法・PRTR 法















起因する諸課題を解決する方法として、①貫流ボイラへの OT、②HRSG への AVT(LO)および③
AVT(O)を開発し、①②については実用化済みであり、③については特許登録されており、実用的









 申請者〔 宮島 正道  〕 
